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要 旨  1  

 ＜ 目 的 ＞ 頭 蓋 骨 か ら 発 生 し た 静 脈 奇 形 に 対 し 、 直 接 穿 刺 下 で2  

N B C A を 用 い た 硬 化 療 法 を 行 い 、 術 中 出 血 を 有 効 に 制 御 で き た 一3  

例 を 経 験 し た の で 報 告 す る 。  4  

＜ 症 例 呈 示 ＞ 症 例 は 7 6 歳 、 男 性 。 徐 々 に 進 行 す る 右 眼 球 突 出 、5  

右 側 頭 部 膨 隆 を 自 覚 し 、 画 像 検 査 で 頭 蓋 内 外 ・ 眼 窩 に 広 が る 占6  

拠 性 病 変 を 指 摘 さ れ た 。 診 断 目 的 に 頭 蓋 外 部 分 を 局 所 麻 酔 下 に7  

て 生 検 し た と こ ろ 、 噴 出 す る よ う な 大 量 の 静 脈 性 出 血 が あ っ た 。  8  

 術 中 所 見 お よ び 病 理 所 見 よ り 静 脈 奇 形 と 診 断 し 、 経 皮 的 直 接 穿9  

刺 下 に N B C A を 用 い た 硬 化 療 法 を 行 っ た 。 4 日 後 に 摘 出 術 を 施 行1 0  

し た が 、 ほ と ん ど 出 血 す る こ と な く 全 摘 出 す る こ と が で き た 。   1 1  

＜ 結 論 ＞ 静 脈 奇 形 に 対 す る N B C A を 用 い た 直 接 穿 刺 に よ る 硬 化 療1 2  

法 は 、 静 脈 奇 形 の 術 前 処 置 と し て 有 用 で あ る と 言 え る 。  1 3  

 1 4  

 1 5  

I . 緒 言   1 6  

 静 脈 奇 形 は 、 胎 生 期 に お け る 脈 管 形 成 の 過 程 に お い て 、 血 管 内1 7  

皮 細 胞 の 低 形 成 な ど に よ り 静 脈 成 分 が 拡 張 し 、 海 綿 状 又 は 嚢 胞 状1 8  

に 拡 張 し た 静 脈 腔 を 有 す る s l o w - f l o w の 血 液 貯 留 性 病 変 で あ る と さ1 9  

れ る 。 顔 面 ・ 躯 幹 ・ 四 肢 な ど 全 身 の ど こ に で も 生 じ る が 、 頭 頸 部 に 最 も2 0  

多 く 、 皮 膚 ・  軟 部 組 織 の み な ら ず 骨 や 腹 部 臓 器 に も 生 じ る 1 ) 。  2 1  

 無 症 候 性 の 小 さ な 静 脈 奇 形 は 経 過 観 察 と さ れ る こ と が 多 い が 、 表2 2  

在 性 の 大 き な 症 候 性 病 変 で 、 特 に 内 腔 に 血 液 が 貯 留 す る タ イ プ （ 従2 3  

来 、 海 綿 状 血 管 腫 と 呼 ば れ て 来 た 病 変 ） に 対 し て は 硬 化 療 法 が 第2 4  



一 選 択 と さ れ る 2 ) 3 ) 。 一 方 、 頭 蓋 内 病 変 や 眼 窩 病 変 な ど 深 部 病 変1  

や m a s s  e f f e c t が 問 題 と な る 病 変 で は 、 切 除 手 術 も 治 療 の 選 択 肢 と2  

な り 得 る も の の 、 易 出 血 性 の 性 質 の た め 全 摘 出 が 困 難 な こ と が 稀 で は3  

な い 4 ) 。  4  

 今 回 我 々 は 、 側 頭 部 頭 蓋 骨 板 間 よ り 発 生 し 、 頭 蓋 外 、 頭 蓋 内 、5  

眼 窩 内 へ と 複 雑 に 伸 展 し た 静 脈 奇 形 に 対 し 、 経 動 脈 的 塞 栓 術 に よ6  

り 病 変 内 の 血 流 を 低 下 さ せ た 後 、 経 皮 的 直 接 穿 刺 に よ る 硬 化 療 法7  

を 行 う こ と で 、 そ の 後 の 摘 出 術 に お い て 良 好 な 結 果 を 得 た 。 以 上 の 経8  

緯 に つ い て 報 告 す る 。  9  

 1 0  

I I .  症 例 呈 示  1 1  

＜ 患 者 ＞ 7 6 歳 、 男 性  1 2  

＜ 主 訴 ＞ 右 眼 球 突 出 、 右 側 頭 部 膨 隆  1 3  

＜ 既 往 歴 ＞ 鼻 茸 （ 外 科 的 切 除 後 ） 、 両 側 軽 度 難 聴 、 腎 嚢 胞  1 4  

＜ 家 族 歴 ＞ 特 記 事 項 な し  1 5  

＜ 現 病 歴 ＞ 数 ヶ 月 前 か ら 右 眼 球 突 出 ・ 右 側 頭 部 膨 隆 脹 を 自 覚 し 、1 6  

徐 々 に 増 悪 す る た め 近 医 を 受 診 し た 。 画 像 異 常 を 指 摘 さ れ 当 科 紹1 7  

介 と な っ た 。  1 8  

＜ 神 経 学 的 お よ び 身 体 的 所 見 ＞ 明 ら か な 神 経 脱 落 症 状 な し 。 複 視1 9  

な し 。 側 頭 隆 起 部 の 皮 膚 に 色 調 変 化 を 認 め ず 。 触 診 及 び 聴 診 に て2 0  

同 部 に 拍 動 や 血 管 雑 音 を 認 め な か っ た 。 膨 隆 部 は 弾 力 に 富 み 、2 1  

V a l s a l v a 法 に よ り 膨 隆 部 の わ ず か な 増 大 を 認 め た が 、 顕 著 な も の で は2 2  

な か っ た 。  2 3  

＜ 血 液 生 化 学 所 見 ＞ 一 般 的 な 血 液 化 学 検 査 で 異 常 な し 。 血 液 凝2 4  



固 系 検 査 に お い て も 異 常 を 認 め ず 。   1  

＜ 画 像 所 見 ＞ 頭 部 C T で は 側 頭 骨 、 眼 窩 上 壁 が 破 壊 さ れ 病 変 は2  

頭 蓋 外 ・ 頭 蓋 内 ・ 眼 窩 内 に 進 展 し て い る 。 内 板 、 外 板 は そ れ ぞ れ 板3  

間 か ら 押 し 広 げ ら れ た よ う に な り 菲 薄 化 し 破 綻 し て い る こ と よ り 、 板 間4  

層 か ら 発 生 し た 病 変 と 推 測 さ れ る ( 図 1 ) 。 静 脈 石 は 認 め な か っ た 。  5  

 頭 部 M R I で は T 1 強 調 画 像 で や や 低 信 号 、 Ｔ 2 強 調 画 像 で は 不6  

均 一 な 高 信 号 、 ガ ド リ ニ ウ ム 造 影 像 に て 不 均 一 な 造 影 を 受 け 多 房 性7  

の 腫 瘤 と し て 描 出 さ れ た ( 図 2 ) 。 脳 血 管 撮 影 で は 、 病 変 は 前 深 側 頭8  

動 脈 と 中 硬 膜 動 脈 を 流 入 血 管 と し て 著 明 な 濃 染 像 を 示 す が 、 内 頸9  

動 脈 系 か ら の 流 入 血 管 は 認 め な か っ た ( 図 3 ) 。 全 身 F D G - P E T で は1 0  

異 常 な 集 積 を 認 め な か っ た （ 画 像 提 示 な し ） 。 超 音 波 検 査 は 施 行 し1 1  

な か っ た 。  1 2  

＜ 治 療 経 過 ＞  1 3  

 生 検 ： 組 織 診 断 を 目 的 と し て 、 局 所 麻 酔 下 に 病 変 直 上 の 頭 皮 に1 4  

小 切 開 を 加 え て 頭 蓋 外 部 分 を 生 検 す る こ と に し た 。 側 頭 筋 を 切 開 す1 5  

る と 骨 膜 を 被 っ た 暗 赤 色 の 病 変 が 露 出 さ れ た 。 骨 膜 に 到 達 す る ま で1 6  

の 構 造 物 は 正 常 で あ り 、 骨 膜 は 病 変 に 押 さ れ 隆 起 し 肥 厚 し て い た 。1 7  

病 変 表 面 を 切 開 す る と 噴 出 す る よ う な 激 し い 静 脈 性 出 血 を 認 め た 。1 8  

内 部 は 全 く の 空 疎 で 鉗 子 に て わ ず か な 組 織 を 採 取 し た の み で あ っ た1 9  

が 、 生 検 後 は 側 頭 部 の 膨 隆 が わ ず か に 縮 小 し た 。 術 中 所 見 及 び 病2 0  

理 所 見 よ り 静 脈 奇 形 と 考 え た 。 病 変 が 眼 窩 に 進 展 し 、 著 明 な 眼 球2 1  

突 出 を 呈 し て い る こ と か ら 、 外 科 的 摘 出 の 適 応 と 考 え た 。  2 2  

 2 3  

 術 前 硬 化 療 法 ： 生 検 に て 易 出 血 性 病 変 で あ る こ と を 確 認 し た の で 、2 4  



術 前 硬 化 療 法 を 計 画 し た 。 流 入 血 管 で あ る 前 深 側 頭 動 脈 と 中 硬1  

膜 動 脈 に 順 次 マ イ ク ロ カ テ ー テ ル を 挿 入 し 、 そ れ ぞ れ を 2 0 % N B C A に2  

て 塞 栓 を 行 う と 、 血 管 撮 影 上 は 病 変 濃 染 像 が 消 失 し た ( 図 3 ) 。 頭 皮3  

上 か ら 病 変 を 触 れ る と 、 腫 瘤 は 変 わ ら ず 張 力 を 持 っ て 隆 起 し て お り 、4  

内 部 ま で 十 分 血 流 が 低 下 し て い る と は 思 え な か っ た 。 1 8 G 留 置 針 を5  

用 い て 経 皮 的 に 病 変 を 穿 刺 し 、 そ こ か ら 造 影 剤 を 緩 徐 に 注 入 し た 。6  

造 影 剤 は 病 変 内 部 で 広 く 拡 散 し 、 内 部 の 塞 栓 は 不 十 分 で あ る と 判7  

断 し た 。 あ ら か じ め 考 慮 し て い た 追 加 の 硬 化 療 法 と し て 、 経 皮 的 に 穿8  

刺 し た 留 置 針 か ら 透 視 下 に 1 2 . 5 % N B C A を 極 め て 緩 徐 に 注 入 す る と 、9  

病 変 の 3 つ の コ ン パ ー ト メ ン ト （ 頭 蓋 外 、 頭 蓋 内 、 眼 窩 内 ） に ゆ っ く り1 0  

樹 氷 様 に 広 く 拡 散 し た ( 図 4 ) 。 総 量 約 1 3 m l を 注 入 し た 。 N B C A 注1 1  

入 中 は 頸 部 静 脈 の 持 続 的 圧 迫 と 断 続 的 V a l s a l v a 法 を 併 用 し た 。1 2  

流 出 静 脈 へ の N B C A 流 出 は 透 視 で は 確 認 さ れ な か っ た 。 硬 化 療 法1 3  

施 行 後 に 、 視 機 能 の 異 常 を 認 め な か っ た 。  1 4  

 手 術 ： 塞 栓 術 か ら 4 日 後 に 摘 出 術 を 行 っ た 。 N B C A は 穿 刺 部 で あ1 5  

る 頭 蓋 外 部 分 は も ち ろ ん 、 頭 蓋 内 部 分 、 眼 窩 内 部 分 の 隅 々 ま で 拡1 6  

散 し て い る こ と が 透 見 さ れ 、 病 変 内 部 が 完 全 に 血 栓 化 さ れ て い た 。 生1 7  

検 時 と は 異 な り 病 変 か ら の 出 血 は ご く 少 量 で あ っ た ( 図 5 ) 。 病 変 全 周1 8  

に 渡 っ て 周 囲 と の 境 界 は 明 瞭 で 、 頭 蓋 内 病 変 は 全 て 硬 膜 外 に 存 在1 9  

し 、 眼 窩 病 変 は 筋 円 錐 外 に 存 在 し た こ と も あ っ て 、 容 易 に 全 摘 出 す2 0  

る こ と が で き た 。  2 1  

 2 2  

＜ 病 理 組 織 ＞ 非 常 に 蛇 行 し 拡 張 し た 血 管 の 集 蔟 を 認 め 、 内 皮 細2 3  

胞 の 異 常 な 増 殖 を 認 め ず 、 静 脈 奇 形 と 診 断 し た 。 病 変 の 隅 々 ま で2 4  



N B C A が 拡 散 し 、 内 部 で 強 い 血 栓 形 成 を 確 認 し た ( 図 5 ) 。  1  

＜ 術 後 経 過 ＞  2  

 術 後 M R I に て 全 摘 を 確 認 で き ( 図 6 ) 、 眼 球 突 出 は 消 失 し た 。 術 後3  

に 視 野 視 力 障 害 や 複 視 な ど の 視 機 能 障 害 は 認 め な か っ た 。  4  

 5  

I I I . 考 察  6  

 血 管 性 腫 瘍 と 血 管 奇 形 を 含 め て 血 管 腫 と 呼 ば れ て き た 病 変 は 、7  

1 9 8 2  年 M u l l i k e n と G l o w a c k i に よ っ て 、 血 管 腫 と 血 管 奇 形 に 分 類8  

さ れ た 5 ) 。 そ の 後 、 国 際 血 管 腫 ・ 血 管 奇 形 学 会 が  I S S V A  ( T h e  9  

I n t e r n a t i o n a l  S o c i e t y  f o r  t h e  S t u d y  o f  V a s c u l a r  A n o m a l i e s )  分1 0  

類 に て 血 管 性 腫 瘍 と 血 管 奇 形 に 分 類 し 、 現 在 の 国 際 的 標 準 的 分1 1  

類 法 と な っ て い る 6 ) 。 従 来 、 血 管 腫 と さ れ て き た 海 綿 状 血 管 腫 、 静1 2  

脈 性 血 管 腫 、 筋 肉 内 血 管 腫 、 滑 膜 血 管 腫 は 、 I S S V A 分 類 で は 静1 3  

脈 奇 形 に 分 類 さ れ る 。 今 な お 用 語 の 混 乱 が 見 ら れ る が 、 過 去 の 海 綿1 4  

状 血 管 腫 に 関 す る 文 献 を 、 静 脈 奇 形 に 当 て は め て 考 察 す る こ と 自1 5  

体 は 無 益 な こ と で は な い 。  1 6  

 「 頭 蓋 骨 発 生 の 海 綿 状 血 管 腫 は 骨 新 生 物 の う ち 非 常 に 稀 な 疾 患1 7  

で は あ る 」 と の 報 告 が 多 数 見 ら れ る が 1 ) 、 そ の 一 方 で 「 頭 蓋 骨 原 発 の1 8  

腫 瘤 性 病 変 に 限 る と 、 海 綿 状 血 管 腫 は 骨 腫 に 次 い で 2 番 目 の 頻1 9  

度 で 見 ら れ る 」 と の 報 告 が あ る 7 ) 8 ) 。 す な わ ち 、 頭 蓋 骨 原 発 の 腫 瘤 性2 0  

病 変 は 稀 で は あ る が 、 こ れ ら を 鑑 別 す る 上 で 「 海 綿 状 血 管 腫 」 す な わ2 1  

ち 静 脈 奇 形 の 占 め る 割 合 は 稀 な も の で は な く 、 鑑 別 診 断 の 中 に 必 ず2 2  

含 め て お く べ き 疾 患 で あ る と 言 え る 。  2 3  

 静 脈 奇 形 は 表 在 性 の も の で は 硬 化 療 法 が 治 療 の 第 一 選 択 で あ る2 4  



2 ) 3 ) 。 一 方 、 頭 蓋 底 や 眼 窩 な ど の 深 部 に 存 在 す る 静 脈 奇 形 に 関 し1  

て は 、 1 9 2 3 年 の C u s h i n g の 報 告 以 来 9 ) 、 一 括 摘 出 ( e n  b l o c  2  

r e s e c t i o n ) が 標 準 的 治 療 と さ れ て き た 歴 史 も あ り 、 ま た 、 硬 化 療 法 の3  

た め の 直 接 穿 刺 が 困 難 な こ と も あ っ て 、 外 科 的 切 除 例 の 報 告 が 多 数4  

あ る 。 特 に 、 眼 窩 な ど で は m a s s  e f f e c t が 最 大 の 問 題 で あ り 、 外 科 的5  

切 除 術 が 優 先 さ れ る 所 以 で も あ る 。 静 脈 奇 形 は 易 出 血 性 病 変 で あ り 、6  

外 科 的 切 除 に 際 し て は 、 発 生 部 位 や サ イ ズ に よ っ て は 術 中 の 大 量 出7  

血 が 全 摘 出 の 妨 げ に な る 。 安 全 で 確 実 な 硬 化 療 法 と 外 科 的 切 除8  

術 の 併 用 を 必 要 と す る 症 例 が 存 在 す る 。  9  

 一 般 に 、 静 脈 奇 形 に 対 す る 血 管 撮 影 で は 病 変 濃 染 像 や 流 入 動1 0  

脈 が 描 出 さ れ な い と さ れ る 。 し か し 、 頭 蓋 骨 か ら 発 生 す る 静 脈 奇 形1 1  

（ 原 文 で は 「 海 綿 状 血 管 腫 」 ） に 関 し て は 、 中 硬 膜 動 脈 や 浅 側 頭 動1 2  

脈 な ど が 流 入 動 脈 に な り う る と の 報 告 1 0 ) 1 1 ) や 、 約 半 数 の 例 で 血 管1 3  

撮 影 に て 病 変 濃 染 像 を 呈 す る と の 報 告 も あ る 1 2 ) 。 頭 蓋 骨 か ら 発 生1 4  

す る 静 脈 奇 形 に 関 し て は 、 そ の 他 の 部 位 か ら 発 生 す る も の と は 異 な っ1 5  

た 性 質 を 有 す る 可 能 性 も 考 え ら れ る 。 本 症 例 も 頭 蓋 骨 板 間 か ら 発 生1 6  

し た 静 脈 奇 形 と 考 え ら れ 、 中 硬 膜 動 脈 と 前 深 側 頭 動 脈 か ら の 流 入1 7  

動 脈 を 認 め た 。  1 8  

 静 脈 奇 形 の 内 部 は 薄 い 壁 に 仕 切 ら れ た 広 い 血 管 腔 や 単 層 の 上1 9  

皮 に 仕 切 ら れ た 洞 類 血 管 腔 か ら な り 、 内 部 に 血 液 が 充 満 し て い る2 0  

1 3 ) 1 4 ) た め 、 髄 膜 腫 な ど の 腫 瘍 と 比 較 し て 、 病 変 内 の 血 管 腔 の 占 め2 1  

る 割 合 が 圧 倒 的 に 髙 い 。 こ の 類 洞 構 造 は 、 K i r c h h o f f ら 1 2 ) が 強 調2 2  

す る よ う に 、 直 接 穿 刺 に よ る 造 影 で 明 瞭 に 描 出 さ れ る 。 こ の こ と か ら 、2 3  

直 接 穿 刺 に よ る 硬 化 療 法 は 硬 化 剤 を 病 変 の 隅 々 ま で 到 達 さ せ る た2 4  



め に 最 適 な 方 法 で あ り 、 実 際 に 治 療 の 第 一 選 択 と な っ て い る 。 本 例1  

で は カ テ ー テ ル 挿 入 が 可 能 な 程 度 の 流 入 動 脈 を 認 め た と は い え 、 そ こ2  

か ら 経 動 脈 的 に 塞 栓 物 質 を 注 入 し た と し て も 、 広 い 類 洞 空 間 に 十 分3  

拡 散 さ せ る ま で に 流 入 動 脈 が 閉 塞 す る こ と に な る 。 静 脈 奇 形 に 対 す る4  

経 動 脈 的 塞 栓 術 の 有 用 性 の 報 告 1 5 ) も 少 数 は あ る も の の 、 そ の 効5  

果 に は 疑 問 が 残 る 。 特 に 、 本 例 の よ う に 多 房 性 で 複 雑 な 形 状 を し た6  

病 変 に お い て は 、 直 接 穿 刺 で 注 入 し た 硬 化 剤 を 如 何 に 確 実 に 病 変7  

の 隅 々 ま で 拡 散 さ せ る か が 肝 要 で あ る 。 静 脈 奇 形 に 対 す る 硬 化 療 法8  

に は 一 般 的 に エ タ ノ ー ル 、 オ ル ダ ミ ン 、 ポ リ ド カ ノ ー ル な ど が 硬 化 剤 と し9  

て 用 い ら れ る こ と が 多 い が 、 本 症 例 に お い て 我 々 は リ ピ オ ド ー ル で 希 釈1 0  

し た 低 濃 度 N B C A を 選 択 し た 。 そ の 理 由 と し て は 、 視 認 性 が 良 い こ と 、1 1  

病 変 内 に 広 く 拡 散 さ せ る こ と が 可 能 と 判 断 し た こ と 、 物 質 特 性 に 習1 2  

熟 し て い る こ と 、 外 科 的 切 除 術 の 術 前 処 置 で あ り 硬 化 剤 の 残 存 が 問1 3  

題 に な ら な い こ と な ど が 挙 げ ら れ る 。  1 4  

 手 技 的 に は 、 病 変 内 の 血 流 を 落 と し 、 流 出 静 脈 へ の 迷 入 を 防 ぎ 、1 5  

緩 徐 に 時 間 を か け て N B C A を 注 入 す る 工 夫 が 必 要 で あ る 。 低 濃 度1 6  

N B C A を 用 い る こ と で 硬 化 ま で の 時 間 を 遅 ら せ た こ と 、 希 釈 に 用 い る リ1 7  

ピ オ ド ー ル を 加 温 し て そ の 粘 調 度 を 下 げ て 拡 散 し や す く し た こ と な ど が1 8  

有 用 で あ っ た と 考 え る 。 動 静 脈 奇 形 と 比 較 す る と 、 静 脈 奇 形 の 場 合1 9  

は 病 変 内 の 血 流 速 度 は 緩 や か で あ る た め 、 流 出 静 脈 へ の 塞 栓 物 質2 0  

の 迷 入 の リ ス ク は 比 較 的 低 い と も 考 え ら れ る が 、 本 症 例 で は 流 入 動2 1  

脈 か ら の 閉 塞 を 先 行 さ せ 、 さ ら に 頚 部 静 脈 の 持 続 的 圧 迫 と 患 者 の2 2  

協 力 に よ る 断 続 的 V a l s a l v a 法 を 加 え た 。 我 々 は 、 こ れ ら の 手 技 が 流2 3  

出 静 脈 へ の 塞 栓 物 質 迷 入 の 防 止 に 有 用 で あ っ た と の 印 象 を 持 っ て2 4  



い る が 、 本 例 の 経 験 の み か ら で は そ の 検 証 は 困 難 で あ る 。 リ ピ オ ド ー ル1  

に よ り 希 釈 し た 低 濃 度 N B C A は 視 認 性 が 極 め て 良 好 で あ り 、 透 視 で2  

N B C A の 拡 散 を 確 認 し な が ら 注 入 速 度 を 調 節 す る こ と が で き た 。3  

N B C A は 1 2 . 5 % と 低 濃 度 で あ っ て も 血 栓 原 性 が 非 常 に 高 く 、 外 科 的4  

切 除 術 に 際 し て は 病 変 か ら 全 く 出 血 し な い ほ ど の 十 分 な 効 果 が 得 ら5  

れ た 。 こ れ ら の こ と か ら 、 N B C A を 硬 化 剤 と し て 選 択 し た こ と の 利 点 を 十6  

分 活 用 で き た と 考 え る 。  7  

 本 例 は 眼 窩 内 病 変 に よ り 著 明 な 眼 球 突 出 を 呈 し て お り 、 外 科 的8  

切 除 術 を 要 す る 症 例 で あ っ た 。 し か し 、 多 房 性 か つ 複 雑 な 形 状 で 頭9  

蓋 内 の 広 範 囲 に 広 が る 静 脈 奇 形 で あ り 、 生 検 時 の 出 血 具 合 を 考 慮1 0  

す る と 、 術 前 硬 化 療 法 の 併 用 な し で は 大 出 血 を き た し 、 眼 窩 病 変 の1 1  

摘 出 ま で は た ど り 着 か な か っ た 可 能 性 が 高 い 。 病 変 の 一 部 が 外 板 を1 2  

破 壊 し て い た た め 、 病 変 へ の 経 皮 的 ア プ ロ ー チ が 可 能 で 、 術 前 硬 化1 3  

療 法 を 有 効 に 活 用 で き た 一 例 で あ っ た と 考 え る 。  1 4  

 1 5  

 1 6  

I V . 結 語  1 7  

 術 前 硬 化 療 法 が 非 常 に 有 効 で あ っ た 頭 蓋 骨 板 間 発 生 の 静 脈 奇1 8  

形 の 1 例 を 経 験 し た 。 病 変 は 骨 欠 損 部 を 通 じ て 頭 蓋 外 に 進 展 し て1 9  

い た こ と か ら 、 経 皮 的 直 接 穿 刺 に よ る 硬 化 療 法 を 併 用 す る こ と が 可2 0  

能 で あ り 、 眼 窩 内 に ま で 達 す る 多 房 性 の 大 き な 静 脈 奇 形 で あ っ た に も2 1  

関 わ ら ず 、 ほ と ん ど 出 血 す る こ と な し に 安 全 に 全 摘 出 す る こ と が で き た 。2 2  

低 濃 度 N B C A に よ る 硬 化 療 法 は 、 外 科 的 切 除 の 術 前 処 置 と し て 有2 3  

用 で あ る 可 能 性 が あ る 。  2 4  
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V .  利 益 相 反 開 示  3  

 筆 頭 著 者 お よ び 共 著 者 全 員 に お い て 、 本 論 文 に 関 し て 開 示 す べ き4  

利 益 相 反 状 態 は 存 在 し な い   5  
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 7  

V I . 参 考 文 献  8  

1 )  W a s s e f  M ,  B l e i  F ,  A d a m s  D ,  e t  a l .  V a s c u l a r  a n o m a l i e s  9  

c l a s s i f i c a t i o n :  r e c o m m e n d a t i o n s  f r o m  t h e  i n t e r n a t i o n a l  1 0  

s o c i e t y  f o r  t h e  s t u d y  o f  v a s c u l a r  a n o m a l i e s .  P e d i a t r i c s .  2 0 1 5 ;  1 1  

1 3 6 :  e 2 0 3 - 2 1 4 .  1 2  

 1 3  

2 )  M a r l e r  J J ,  M u l l i k e n  J B .  C u r r e n t  m a n a g e m e n t  o f  1 4  

h e m a n g i o m a s  a n d  v a s c u l a r  m a l f o r m a t i o n s .  C l i n  P l a s t  S u r g .  1 5  

2 0 0 5 ;  3 2 :  9 9 - 1 1 6 ,  i x .  1 6  

 1 7  

3 )  H e i t  J J ,  D o  H M ,  P r e s t i g i a c o m o  C J ,  e t  a l .  G u i d e l i n e s  a n d  1 8  

p a r a m e t e r s :  p e r c u t a n e o u s  s c l e r o t h e r a p y  f o r  t h e  t r e a t m e n t  o f  1 9  

h e a d  a n d  n e c k  v e n o u s  a n d  l y m p h a t i c  m a l f o r m a t i o n s .  J  2 0  

N e u r o i n t e r v  S u r g .  2 0 1 7 ;  9 :  6 1 1 - 6 1 7 .  2 1  

 2 2  

4 )  W o l d  L E ,  S w e e  R G ,  S i m  F H .  V a s c u l a r  l e s i o n s  o f  b o n e .  2 3  

P a t h o l  A n n u .  1 9 8 5 ;  2 :  1 0 1 – 1 0 9 .  2 4  



 1  

5 )  M u l l i k e n ,  J . B .  a n d  G l o w a c k i ,  J . :  H e m a n g i o m a s  a n d  V a s c u l a r  2  

m a l f o r m a t i o n  i n  i n f a n t s  a n d  c h i l d r e n :  a  c l a s s i f i c a t i o n  b a s e d  3  

o n  e n d o t h e l i a l  c h a r a c t e r i s t i c s .  P l a s t  R e s n s t r  S u r g .  1 9 8 2 ;  6 4 :  4  

4 1 2 – 4 2 2 .  5  

 6  

6 )  B r u d e r  E ,  P e r e z - A t a y d e  A R ,  J u n d t  G  e t  a l .  V a s c u l a r  l e s i o n s  7  

o f  b o n e  i n  c h i l d r e n ,  a d o l e s c e n t s ,  a n d  y o u n g  a d u l t s .  A  8  

c l i n i c o p a t h o l o g i c  r e a p p r a i s a l  a n d  a p p l i c a t i o n  o f  t h e  I S S V A  9  

c l a s s i f i c a t i o n .  V i r c h o w s  A r c h .  2 0 0 9 ;  4 5 4 :  1 6 1 - 1 7 9 .  1 0  

 1 1  

7 )  J e l s m a  F .  T u m o r s  o f  t h e  C a l v a r i a  w i t h  S p e c i f i c  1 2  

C o n s i d e r a t i o n  o f  t h e  C l i n i c a l  P r o b l e m .  S p r i n g f i e l d ,  I l l i n o i s ,  1 3  

C h a r l e s  C  T h o m a s ,  1 9 5 9 .  1 4  

 1 5  

8 )  V a n d e n b e r g  H J  J r ,  C o l e y  B L .  P r i m a r y  t u m o r s  o f  t h e  c r a n i a l  1 6  

b o n e s .  S u r g  G y n e c o l  O b s t e t .  1 9 5 0 ;  9 0 :  6 0 2 - 6 1 2 .  1 7  

 1 8  

9 )  C u s h i n g  H .  S u r g i c a l  e n d - r e s u l t s  i n  g e n e r a l ,  w i t h  a  c a s e  1 9  

o f  c a v e r n o u s  h a e m a n g i o m a  o f  t h e  s k u l l  i n  p a r t i c u l a r .  S u r g  2 0  

G y n e c o l  O b s t e t .  1 9 2 3 ;  3 6 :  3 0 3 – 3 0 8 .  2 1  

 2 2  

1 0 )  P a s t o r e  F S ,  D e  C a r o  G M ,  F a i o l a  A ,  e t  a l .  C a v e r n o u s  2 3  

h e m a n g i o m a  o f  t h e  p a r i e t a l  b o n e .  C a s e  r e p o r t  a n d  r e v i e w  o f  2 4  



t h e  l i t e r a t u r e .  N e u r o  C h i r u r g i e .  1 9 9 9 ;  4 5 :  3 1 2 – 3 1 5 .  1  

 2  

1 1 )  B a s t u g  D ,  O r t i z  O ,  S c h o c h e t  S S .  H e m a n g i o m a s  i n  t h e  3  

c a l v a r i a :  I m a g i n g f i n d i n g s .  A m  J  R o e n t g e n o l .  1 9 9 5 ;  1 6 4 :  6 8 3 –4  

6 8 7 .  5  

 6  

1 2 )  K i r c h h o f f  D ,  E g g e r t  H R ,  A g n o l i  A L .  C a v e r n o u s  a n g i o m a s  7  

o f  t h e  s k u l l .  N e u r o c h i r u r g i a  ( S t u t t g ) .  1 9 7 8 ;  2 1 :  5 3 - 6 2 .  8  

 9  

1 3 )  P o l i t i  M 1 ,  R o m e i k e  B F ,  P a p a n a g i o t o u  P . e t  a l .  1 0  

I n t r a o s s e o u s  h e m a n g i o m a  o f  t h e  s k u l l  w i t h  d u r a l  t a i l  s i g n :  1 1  

r a d i o l o g i c  f e a t u r e s  w i t h  p a t h o l o g i c  c o r r e l a t i o n .  A m  J  1 2  

N e u r o r a d i o l .  2 0 0 5 ;  2 6 :  2 0 4 9 - 2 0 5 2 .  1 3  

 1 4  

1 4 )  K h a n a m  H ,  L i p p e r  M H ,  W o l f f  C L e t  a l .   C a l v a r i a l  1 5  

h e m a n g i o m a s  :  r e p o r t  o f  t w o  c a s e s  a n d  r e v i e w  o f  t h e  l i t e r a t u r e .  1 6  

S u r g  N e u r o l .  2 0 0 1 ;  5 5 :  6 3 – 6 7 .  1 7  

 1 8  

1 5 )  M a v r o g e n i s  A F 1 ,  R o s s i  G ,  C a l a b r ò  T ,  A l t i m a r i  G  e t  a l .  1 9  

T h e  r o l e  o f  e m b o l i z a t i o n  f o r  h e m a n g i o m a s .  M u s c u l o s k e l e t  S u r g .  2 0  

2 0 1 2 ;  9 6 :  1 2 5 - 1 3 5 .  2 1  

 2 2  

 2 3  

 2 4  



V I I . 図 表 の 説 明  1  

図 1 .  術 前 C T .  サ ー フ ェ ー ス レ ン ダ リ ン グ 法 ( A , B ) ,  前 額 断 ( C , E ) ,  2  

水 平 断 ( D , F ) .  病 変 は 頭 蓋 外 ・ 頭 蓋 内 ・ 眼 窩 内 に 進 展 し 、 眼 窩 上3  

壁 （ A 白 矢 印 ） 、 側 頭 骨 （ B 白 矢 頭 ） が 欠 損 し て い る 。 内 板 、 外 板 は4  

板 間 か ら 押 し 広 げ ら れ た よ う に 菲 薄 化 し 破 綻 し て い る ． 右 眼 の 著 し い5  

球 突 出 お よ び 右 側 頭 部 の 膨 隆 を 認 め る ．  6  

 7  

図 2 .  術 前 M R I .  T 1 強 調 画 像 水 平 断 ( A , B ) ,  T 2 強 調 画 像 水 平8  

断 ( C , D ) ,  ガ ド リ ニ ウ ム 造 影 画 像 水 平 断 ( E , F ) ,  ガ ド リ ニ ウ ム 造 影 画9  

像 前 額 断 ( G ) , ガ ド リ ニ ウ ム 造 影 画 像 前 額 断 ( H ) ．  病 変 は T 1 強 調1 0  

画 像 に て や や 低 信 号 、 T 2 強 調 画 像 に て 不 均 一 な 高 信 号 、 ガ ド リ ニ1 1  

ウ ム 造 影 像 に て 不 均 一 な 造 影 効 果 を 示 す 多 房 性 病 変 と し て 描 出 さ1 2  

れ た ．  1 3  

 1 4  

図 3 .  血 管 撮 影 .  右 内 頚 動 脈 撮 影 正 面 像  ( 動 脈 相 A , 毛 細 血 管1 5  

相 B ) ,  右 外 頚 動 脈 撮 影 動 脈 相  ( 正 面 像 C , 側 面 像 D ) , 右 外 頚 動1 6  

脈 撮 影 毛 細 血 管 相  ( 正 面 像 E , 側 面 像 F ) .   流 入 血 管 塞 栓 後 動1 7  

脈 相 ( 正 面 像 G ,  側 面 像 H ) .   右 内 頚 動 脈 撮 影 で は 病 変 に 一 致1 8  

し て 無 血 管 野 （ B 破 線 ） を 認 め る ． 右 外 頚 動 脈 撮 影 で は 中 硬 膜 動1 9  

脈 お よ び 前 深 側 頭 動 脈 か ら の 流 入 動 脈 を 認 め る ． 矢 印 お よ び 矢 頭2 0  

( H ) は そ れ ぞ れ 塞 栓 し た 中 硬 膜 動 脈 お よ び 前 深 側 頭 動 脈 を 示 す .  2 1  

 2 2  

図 4 .  経 皮 的 穿 刺 に よ る 塞 栓 術 の 透 視 画 像 .  上 段 は 正 面 像 ( A ) ,  2 3  

下 段 は 側 面 像 ( B ) .  経 時 的 に 左 か ら 右 に 並 べ て い る . 上 下 段 と も に2 4  



右 端 が 硬 化 療 法 完 了 像 . 経 皮 的 に 注 入 し た N B C A が 、 徐 々 に 病 変1  

の 深 部 の コ ン パ ー ト メ ン ト に 拡 散 し て い る 様 子 が 観 察 で き る ．  2  

 3  

図 5 .  術 中 写 真 ( A ) .  右 前 頭 側 頭 開 頭 お よ び 眼 窩 縁 切 除 を 行 い 、4  

病 変 の 全 貌 を 見 た と こ ろ ． 側 頭 骨 を 破 壊 し て い た 部 分 ( 黒 矢 頭 ) と 眼5  

窩 内 病 変 （ 黒 矢 印 ） ． * は 眼 球 後 面 ． 内 部 は 血 栓 化 し 、 病 変 は 縮 小6  

し て お り 、 出 血 は ご く 少 量 で あ っ た ． 病 理 組 織 像  ( B , C ) ． B : x 1 0 ,  静7  

脈 奇 形 の 類 洞 内 に N B C A （ 白 矢 頭 ） と 血 栓 （ 白 矢 印 ） を 認 め る ．8  

C : x 4 0 ,  N B C A （ 白 矢 頭 ） は 類 洞 を 充 満 し て い る こ と が わ か る .   9  

 1 0  

図 6 .  術 後 頭 部 M R I .  ガ ド リ ニ ウ ム 造 影 画 像 水 平 断 ( A , B ) .  病 変1 1  

は 全 摘 出 さ れ て い る ．    1 2  
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